
表－１ 土の物理的特性 
細粒分質 
砂質礫 

細粒分質 
砂質礫 

  

     試 料  
 
項 目   

ＧＬ－１．０ｍ ＧＬ－２．５ｍ 
レキ分（％） 39 42 
砂分 （％） 37 36 
シルト（％） 
粘土分（％） 

24 22 

粒 
土 
特 
性 
最大粒径(mm) 26.5 37.5 

土粒子密度(g/cm3) 2.734 2.701 
自然含水比（％） 10.5 17.2 

表―２ 配合表（処理土１ｍ３当り） 

配合 目標湿潤密度 固化材 追加水量 無機系材料 高分子材 掘削土量 

  (kg/m3) (kg) (kg) (kg) (kg) (m3) 

混合処理土 1.834  100 360 26.98  2.70  0.22  

無添加処理土 1.842  100 360 － － 0.22  

※処理土１ｍ３当りのセメントペーストは０．４ｍ３（固化材１００ｋｇ、ＰＶＡ ２．７ｋｇ、追加水 ３６０ｋｇ）
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１．はじめに 

泥水固化処理土に高分子材と無機系材料を加え間隙水をゲル化させ、処理土の不透水化とブリージング・材料分

離を防止する配合設計を開発した１）。現場発生土を用い実機練りで所要の配合が発揮されるのを確認した２）のに続

き、浅い地中壁の構築および土壌の固化・不溶化を念頭に原位置攪拌・混練施工への適用性に関して小規模の施工

実験を行ない、施工性等の課題および性能を検証した。本報告では、施工性を中心とした結果を報告する。 

２．試験施工概要 

試験施工は、静岡県浜松市の砂質地盤で実施した。地下水位は１．５ｍと報告されている。試験施工は、長さ４

ｍ・深さ３ｍ・幅１．１ｍの小規模な地中壁を、セメントミルクを投入して原位置攪拌・混練施工により、高分子

材添加と無添加の条件で２ピット構築する。 
【土質条件と現場配合】原地盤の土質性状を表－１に示す。ブリージングと材料分離に関連する細粒土含有量は約

２４％と推定される。 
配合設計を行なう場合、事前に現場から試料を採取して試験配合を行なうが、強度については固化材１００ｋｇ

（外割り）程度で所要の強度（ｑｕ＝５００ｋＰａ）が達成されることが推測されていたので、省略した。目標湿

潤密度は、現場の湿潤密度および飽和度、間隙比（含水比）を知る必要があるが、正確な密度を計測することが出

来なかった。そこで湿潤密度１．９ｇ／ｃｍ３と仮定して目標配合密度を設定した。土量変化率Ｃは１．３となる。 
ブリージングについては、過去の配合データから推定ブリージング率１％未満を仮定した。フロー値については、

現場攪拌・混練施工となり、打設を伴わないため、厳密なフロー管理は必要ない。そこでブリージング同様、過去

の配合データから推定ＪＨフロー値２００ｍｍを仮定した。決定された現場配合を表－２に示す。なお、孔壁安定

のための材料は添加しない。 
 
 
 
 
 

 
 
【施工システムと品質試験】土量変化率Ｃが１．３と想定されるため、壁体掘削現場では深さ０．７ｍ・幅１．１

ｍの布堀をした。改良体の出来形は地表面となる。 
 施工機械の構成と施工配置を図－１に示す。この施工システムは、セメントミルク供給用に移動式混練機を（０．

８ｍ３バッチ式）使用しているが、少量のバッチ式のため全体の施工能力は、この機械の可動性に依存している。

なおシステムはトレンチャー・アタッチメントを使うが、今回はバケットミキサーをアタッチメントとして使った。 
 現場品質管理試験は、①ブリージング試験、②フロー試験、③湿潤密度試験、④強度試験、⑤室内透水係数試験、

⑥現場透水係数実験、⑦固化処理土サンプル採取試験、⑧騒音・振動測定を計画した。この内、攪拌・混練の状態

を調べるため、最終セメントミルク投入後、①～⑤を５分後、１０分後、１５分後に実施した。 
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３．施工結果 

【土量変化率（湿潤密度）】図－３にセメントミルク投入 

後の混練り時間と密度変化を示す。高分子材添加・無添 

加とも湿潤密度は１．８５～１．９ｇ／ｃｍ３の範囲に 

収斂し、当初想定した土量変化率は、配合計画とおりの 

結果が原位置の解泥・攪拌・混練で、ほぼ満足された。 

【ＪＨフロー値】図－４に混練によるフロー値の変化を示す。無

添加の処理土のフロー値が、想定ＪＨフロー値２００ｍｍを大き

く上回った。高分子添加処理土は、時間の経過と伴にフロー値は

大きな変化がなかった。室内実験の経験から高分子材が均一に混

ざると、このような傾向を示すが、同様な傾向が現場でも再現さ

れた。 

【ブリージング率】無添加処理土はブリージング率が１０％とな

った。過去のデータから推定したブリージング率とは大きく違っ

た。無添加処理土のブリージング供試体を目視すると、容器の下

部に顕著な砂の沈降が見られる。高分子材添加処理土はブリージ

ングは発生しなかった。 

【その他】 

 写真－１に高分子材添加と無添加の２日後の処理土表面が紹介

されている。無添加処理土表面はブリージングが発生し、水和反

応が進むにつれ表面に亀甲上の割れ目が大きく発生し、打設後の降雨にも関わらずや 

や乾燥している。現場透水試験用に設けた透水筒に水を投入すると、水位の低下が確 

認できる。一方、高分子材添加処理土の表面は、５ｃｍほど雨水が溜まり透水性の低 

さが確認された。透水筒に水を投入しても水位の低下がない。   

 現場実験中の最大騒音・振動値は、７７ｄＢと６４ｄＢで、暗騒音・振動は、５２ 

ｄＢと４５ｄＢであった。高分子添加と無添加の施工で大きな違いは見られなかった。           

４．おわりに 

 特殊機械を使うことなく、簡易な施工システムと高分子材配合で原位置攪拌・混練 

施工を行ない、所要の施工性を検証することができた、と考えられる。なお、不透水 

化等の性能については別途報告する。より簡易な施工システムでより安定した高分子 

材混合処理土の性能が再現される原位置処理工法を開発したい。 
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図―１ 施工機械の構成と施工配置 
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図―３ 湿潤密度と攪拌時間の関係 

図―４ フロー値と攪拌時間の関係 
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